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会
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二
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会

一

般
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覧
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番
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名

要

旨

議
席

氏

名

一
、
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

一
、

鳴
門
市
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

(1)

秋

岡

芳

郎

14

に
つ
い
て

鳴
門
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

(2)

一
、
財
政
に
つ
い
て

一
、

財
政
運
用
に
つ
い
て

(1)

４

林

栄

一

二
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

二
、

生
活
保
護
に
つ
い
て

(1)

一
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

一
、

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

(1)
財
政
状
況
を
表
示
す
る
借
金
時
計
の
公
表
に
つ

(2)
い
て

二
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

二
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

山

本

秀

(1)

19

ご
み
収
集
を
兼
ね
た
安
否
確
認
に
つ
い
て

(2)
定
額
給
付
金
の
未
申
請
に
つ
い
て

(3)

三
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

三
、

学
校
の
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

(1)

一
、
環
境
行
政
に
つ
い
て

一
、

新
産
業
の
創
出
に
つ
い
て

(1)

椢

原

幸

告

11

二
、
格
差
問
題
に
つ
い
て

二
、

鳴
門
市
の
所
得
格
差
に
つ
い
て

(1)

一
、
水
道
事
業
に
つ
い
て

一
、

鳴
門
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

(1)

１

田

渕

豊

12

二
、
食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

二
、

食
育
基
本
法
に
つ
い
て

(1)

公 明 党

代 表

輝

代 表

優志会

代 表

郷 土

代 表

一
、
文
化
行
政
に
つ
い
て

一
、

姉
妹
都
市
親
善
使
節
団
に
つ
い
て

(1)

２

佐

藤

絹

子

16

二
、
観
光
行
政
に
つ
い
て

二
、

観
光
資
源
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

(1)

一
、
地
域
振
興
に
つ
い
て

一
、

基
礎
研
究
を
主
と
す
る
学
校
及
び
企
業
誘
致
に

(1)
つ
い
て

３

分
野
別
の
産
業
創
出
調
査
に
つ
い
て

１

川

田

達

司

(2)

二
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
つ
い
て

二
、

鳴
門
市
無
料
職
業
紹
介
所
の
開
設
に
つ
い
て

(1)
鳴
門
市
独
自
の
雇
用
制
度
に
つ
い
て

(2)

一
、
土
木
行
政
に
つ
い
て

一
、

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

(1)
河
川
の
管
理
に
つ
い
て

(2)

４

二
、
農
業
行
政
に
つ
い
て

二
、

公
設
地
方
卸
売
市
場
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

宅

川

靖

次

(1)

15

い
て

耕
作
放
棄
地
・
休
耕
田
の
解
消
に
つ
い
て

(2)

一
、
環
境
行
政
に
つ
い
て

一
、

新
ご
み
焼
却
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
に

(1)
つ
い
て

５

７

三

津

良

裕

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

(2)

二
、
土
木
行
政
に
つ
い
て

二
、

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

(1)

一
、
住
民
自
治
に
つ
い
て

一
、

が
ん
ば
る
地
域
応
援
事
業
に
つ
い
て

(1)

６

二
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

二
、

不
登
校
生
の
支
援
策
に
つ
い
て

３

池

田

正

恵

(1)
子
ど
も
認
定
園
に
つ
い
て

(2)


